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Book　図書館だより

　校区コミュニティまつりが今年も気持ちいい秋晴れ
の中で行われました。
　各校区で、焼きそばやポテト、ボールすくいなどの
バザーや、ステージでの出し物が準備されていました。
　生涯学習のまちづくりのひとつとして取り組まれて
いる、この校区コミュニティの推進。たくさんの人が、
まちづくりに参加していました。
（校区コミュニティまつり関係記事は８ページに掲載）

みんながまちづくりに参加

１４日（木）宇美商業高校 “生きる力の発表会 ”
１６日（土）チムニーズ ENGLISH スクール発表会
１７日（日）女声コーラスルクルクリスマスコンサート
２０日（水）子ども総合文化発表会

（町内小中学校発表会）
２３日（土）西日本音楽学院発表会
２４日（日）早田ピアノ教室発表会

12 月 12 日（火）～ 17日（日）
サークル作品展（まなビック講座）

木彫り・カリグラフィー・やさしい編み物

　

●日　　時　平成 19 年１月８日（祝）
受付９：00 ～９：20
競技開始９：30

●場　　所　アザレアホール須恵
●対 象 者　須恵町にお住まいで囲碁が好きな人

なら、どなたでも参加できます。
●参 加 料　大人 1500 円　子ども 1000 円
　　　　　　（昼食代含む）
●申込締切り　平成 19 年１月 6日（土）
●問合せ先　須恵町囲碁同好会
　　　　　　浅田　等　☎ 935 - 1132

　７日（日）成人式
２０日（土）アザレアロードショー新春企画「カーズ」
２８日（日）平成歌謡教室発表会

　アザレアホール須恵館内１階のホワイエ（ロ
ビー）部分を常設の作品発表の場として無料で
開放いたします。開放期間は、原則として１回
につき３週間です。詳しくは、アザレアホール
須恵内社会教育課へお尋ねください。
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生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
親
し

ま
れ
て
い
る
お
酒
。
し
か
し
、
こ
の

酒
類
に
含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
は
、

人
体
に
強
い
影
響
を
与
え
る
劇
薬
で

も
あ
り
ま
す
。 

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
強
い
麻
酔
作
用
を

も
っ
て
お
り
、
摂
取
す
る
と
、
脳
の

理
性
と
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

部
分
や
運
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

部
分
を
麻
痺
さ
せ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
一
時
的
に
開
放
的
な

　

ビ
ー
ル
大
び
ん
２
本
飲
ん
だ
ら
事

故
の
可
能
性
は
約
７
倍
に
増
え
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
運
転
に
は
自

信
が
あ
る
か
ら
」
な
ど
と
い
っ
て
運

転
す
る
の
は
大
き
な
間
違
い
で
す
。 

　

交
通
事
故
に
至
ら
な
く
て
も
、
お

酒
を
飲
ん
で
運
転
す
る
こ
と
自
体
が

重
大
な
犯
罪
な
の
で
す
。 

　

年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど
で
お
酒
を

飲
む
機
会
が
増
え
る
時
期
。
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
も
多
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。「
ち
ょ
っ

と
飲
ん
だ
だ
け
だ
か
ら
」「
運
転
に
は
自
信
が
あ
る

か
ら
」
な
ど
と
い
っ
て
運
転
す
る
の
は
大
き
な
間
違

い
で
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
福
岡
県
交
通
事
故
を
な
く
す
県

民
運
動
本
部
が
発
表
し
て
い
る
資
料
を
基
に
、
飲
酒

が
運
転
に
及
ぼ
す
影
響
や
道
路
交
通
法
違
反
の
Ｑ
＆

Ａ
、
飲
酒
運
転
撲
滅
に
向
け
て
の
家
庭
や
地
域
の
取

り
組
み
事
項
な
ど
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

　

飲
酒
運
転
撲
滅
に
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
資
料
提
供
＝
粕
屋
警
察
署
、
引
用
文
献
＝
総
務
省

監
修
広
報
通
信
）

STO
P!!  Drunken Driv

in
g

気
分
に
な
っ
た
り
、
足
元
が
ふ
ら
つ

い
た
り
す
る
な
ど
、
体
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
利
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
気
が
大
き
く
な
り

速
度
オ
ー
バ
ー
な
ど
の
危
険
な
運
転

を
す
る
、
車
間
距
離
の
判
断
を
誤

る
、
危
険
を
察
知
し
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ

ル
を
踏
む
ま
で
の
時
間
が
長
く
な
る

な
ど
、
飲
酒
運
転
は
、
事
故
に
結
び

つ
く
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。　

と
と
も
に
酔
い
が
回
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
態
で
は
、
飛
び
出
し

な
ど
に
対
す
る
と
っ
さ
の
判
断
は
も

ち
ろ
ん
、
通
常
の
運
転
に
も
大
き
な

支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、飲
酒
を
し
て
い
る
人
は
、

急
な
飛
び
出
し
な
ど
に
対
す
る
反
応

速
度
が
、飲
酒
し
て
い
な
い
人
よ
り
、

明
ら
か
に
遅
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。

　
「
い
ま
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
か
ら
大
丈
夫
」
と
い
っ
た
間
違
っ

た
認
識
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
こ
と

は
、
違
法
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
悲

惨
な
事
故
に
つ
な
が
る
危
険
も
あ
る

の
で
す
。

・
飲
酒
運
転
の
危
険
性
、
悪
質
性
な

　

ど
を
訴
え
、
飲
酒
運
転
の
絶
無
を

　

図
る
。

・
罰
則
強
化
に
つ
い
て
再
認
識
さ
せ

　

る
と
と
も
に
飲
酒
運
転
を
さ
せ
な

　

い
た
め
の
指
導
管
理
を
徹
底
す
る
。

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い！

　

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い！

　
　

飲
ん
だ
人
に
は
乗
ら
せ
な
い！

飲
酒
運
転
撲
滅
（
そ
の
２
）

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
効
果
は
、
摂
取

後
、
１
〜
２
時
間
で
ピ
ー
ク
と
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
お
酒
を
飲
ん
だ

直
後
は
酔
っ
て
い
な
く
て
も
、
時
間

　

平
成
十
四
年
六
月
に
道
路
交
通
法

が
改
正
さ
れ
、「
酒
気
帯
び
」「
酒
酔

い
」
状
態
で
の
運
転
、
い
わ
ゆ
る
飲

酒
運
転
に
対
す
る
罰
則
が
強
化
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
飲
酒
運
転
や
悪
質

な
運
転
に
よ
る
死
傷
事
故
の
増
加
に

伴
い
、
新
た
に
「
危
険
運
転
致
死
傷

罪
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
飲
酒
や
薬
物
な
ど

の
影
響
、
ま
た
は
重
大
な
交
通
の
危

険
を
生
じ
さ
せ
る
速
度
で
の
運
転
な

ど
は
、
故
意
の
危
険
運
転
行
為
と
み

な
さ
れ
、
死
傷
事
故
を
起
こ
し
た
場

合
は
、従
来
の
過
失
責
任
よ
り
も
重
い

罪
に
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

飲
酒
運
転
は
、
車
を
凶
器
に
変
え

る
危
険
な
行
為
で
す
。
運
転
者
は
、

車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
だ
け
で
は
な

く
、
運
転
す
る
前
に
も
、
自
ら
の
体

調
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、「
運
転

す
る
こ
と
」
す
べ
て
に
責
任
を
も
つ

と
い
う
意
識
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

表１　危険運転致死傷罪（刑法第 208 条の２）

運転行為 事故の結果 罰　則

アルコールまたは
薬物の影響により
正常な運転が困難
な状態で四輪以上
の自動車を走行

人を負傷させた １か月以上
15 年以下の懲役

人を死亡させた １年以上
20 年以下の懲役

・
飲
酒
運
転
の
危
険
性
や
反
社
会
性
、

　

自
己
責
任
の
重
大
性
や
悲
惨
な
現

・
飲
酒
運
転「
３
な
い
運
動
」
を
徹

　

底
す
る
。

飲
ん
だ
ら　

乗
ら
な
い

乗
る
な
ら　

飲
ま
な
い

飲
ん
だ
人
に
は
乗
ら
せ
な
い

・
飲
酒
運
転
は
絶
対
し
な
い
。

・
飲
酒
を
伴
う
会
合
な
ど
に
は
、
車

　

を
使
用
せ
ず
、
公
共
の
交
通
機
関

　

な
ど
を
利
用
す
る
。

　

実
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
飲
酒
運

　

転
を
絶
対
に
さ
せ
な
い
。

・
車
の
運
転
者
に
対
し
て
は
、
絶
対

　

に
ア
ル
コ
ー
ル
を
提
供
し
な
い
。

　

飲
酒
運
転
は
、
人
の
命
を
奪
い
、
運
転
し
た
人
自
身
の
将
来
を
も
奪

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
次
の
こ
と
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
３　

罰
金
を
払
わ
な
い
と
、
ど
う
な

り
ま
す
か
。 

Ａ
３　

罰
金
を
払
わ
な
い
と
、
そ
の
人

に
対
し
、
労
役
場
留
置
や
強
制
執
行
の

手
続
が
と
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

労
役
場
留
置
と
は
、
罰
金
の
支
払
い

を
命
じ
ら
れ
た
人
が
、
資
力
が
な
い
な

ど
の
理
由
で
罰
金
全
額
を
納
め
な
い
場

合
、
そ
の
人
を
刑
務
所
（
監
獄
附
設
の

労
役
場
）
に
留
置
し
て
作
業
を
さ
せ
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

留
置
さ
れ
る
日
数
は
裁
判
で
決
め
ら

れ
ま
す
が
、
現
在
の
場
合
、
多
く
の
裁

判
に
お
い
て
１
日
の
留
置
を
罰
金
５
，

０
０
０
円
相
当
と
換
算
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
場
合
に
は
、
罰
金
20
万
円
で
あ
れ

ば
40
日
間
、
罰
金
30
万
円
で
あ
れ
ば
60

日
間
、
刑
務
所
に
留
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

（
こ
れ
を
「
求
刑
」
と
い
い
ま
す
。）。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
裁
判
官
が
法
律
で

定
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
、
最
終
的
に
罰

金
の
金
額
を
決
め
、
違
反
者
に
そ
の
支

払
い
を
命
じ
る
裁
判
を
し
ま
す
。 

Ｑ
２　

罰
金
は
必
ず
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
か
。 

Ａ
２　

罰
金
は
裁
判
に
よ
り
刑
事
罰
と

し
て
科
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、必
ず
、

所
定
の
期
間
内
に
検
察
庁
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
罰
金
は
、
法

令
に
定
め
ら
れ
た
刑
罰
で
あ
る
こ
と
か

ら
、刑
に
服
す
る
こ
と
（
罰
金
の
納
付
）

は
、
裁
判
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
の
義
務

で
す
。 

Ｑ
１　

罰
金
の
金
額
は
ど
の
よ
う
に
決

ま
る
の
で
す
か
。 

Ａ
１　

例
え
ば
、
酒
気
帯
び
運
転
を
し

た
人
に
対
す
る
処
罰
は
、「
１
年
以
下

の
懲
役
又
は
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
検

察
官
は
、
違
反
の
内
容
や
前
科
の
有
無

な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
懲
役
刑

に
処
す
る
ま
で
も
な
く
、
罰
金
と
す
る

の
が
相
当
と
判
断
し
た
と
き
は
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
罰
金
の
金
額
の
範
囲
内

（
酒
気
帯
び
運
転
な
ら
最
高
30
万
円
ま

で
、
い
わ
ゆ
る
ス
ピ
ー
ド
違
反
な
ら
最

高
10
万
円
ま
で
）
で
、裁
判
所
に
対
し
、

違
反
者
に
罰
金
、
例
え
ば
30
万
円
を
支

払
わ
せ
る
命
令
を
出
す
よ
う
求
め
ま
す

道
路
交
通
法
違
反
の
Ｑ
＆
Ａ

道
路
交
通
法
違
反
の
Ｑ
＆
Ａ

道
路
交
通
法
違
反
の
Ｑ
＆
Ａ
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あなたの所得税・住民税が変わります。�
平成19年から�

ほとんどの方は、1月分から所得税が減り、そのぶん6月分から住民税が増えることになり

ます。しかし、税源の移し替えなので、「所得税＋住民税」の負担は基本的には変わりません。�

　平成11年度から、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税が、最近の経済状況を
踏まえて廃止されます。（所得税は平成19年1月分、住民税は平成19年6月分から）�

所得税：平成18年1月分から�
  税額の10%相当額を減額（12.5万円を限度）�
住民税：平成18年6月分から�
  税額の7.5%相当額を減額（2万円を限度）�

経過措置として�
平成18年度は税額の3分の2を減額�
平成19年度は税額の3分の1を減額�
平成20年度以降は、全額負担�

※この経過措置は昭和15年1月2日以前に生まれた方が対象になります。�

※子供のうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。  ※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。�

所得税：平成19年1月分から廃止�
�
住民税：平成19年6月分から廃止�

　平成17年1月1日現在、65歳以上の方（昭和15年1月2日以前に生まれた方）で、前年の合計所得金額が125万円以下
の方は、平成17年度まで住民税が非課税でしたが、年齢に関わらず公平に負担を分かち合うという観点から、この措置が
平成18年度から廃止され、現役世代と同様の制度が適用されています。ただし、急激な税負担を緩和するため経過措置
がとられています。�

所得税  平成19年1月分から適用　　　4段階の税率を、6段階に細分化�

住民税  平成19年6月分から適用　　　3段階の税率から、一律10%に�

※夫婦＋子供2人の場合、子供のうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。�
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。�
★このほか、実際の負担増減額には、平成19年から定率減税が廃止される等の影響があることにご留意ください。（詳しくは右のページをご覧ください）�

モデルケース�

独身者の場合�

　「地方のことは地方で」という方針のもと、地方分権を積極的に進めていく「三位一体改革」が実現します。その柱といえ

るのが、今回の「税源移譲（ぜいげんいじょう）」。税源移譲では、所得税（国税）と住民税（地方税）の税率を変えることで、

国の税収が減り、地方の税収が増えることになります。およそ3兆円の税源が、国から地方へ移譲されます。�

　税源移譲によって、地方は必要な財源を直接確保できるようになります。これにより、住民はより身近で、よりよい行政サービス

を受けられるようになります。�

税源移譲前�

300万円�

500万円�

124,000円�

258,000円�

64,500円�

所得税�
給与収入�

住民税�

163,000円�

188,500円�
421,000円�

700万円� 474,000円� 307,000円� 781,000円�

合 計�

何が変わるの？�

 どう変わるの？�

●平成19年から税源移譲により、所得税と住民税の税率が変わります。�

●定率減税が廃止されます。�

●住民税の老年者非課税措置が廃止されましたが、経過措置がとられています。�

モデルケース�70歳独身・年金収入200万円（年額）�

平成17年度�

住 民 税 �

所 得 税  34,800円�

合 計 27,840円�
定率減税 △6,960円�

住 民 税  37,300円�
住民税 △12,434円�

所 得 税  17,400円�

合 計 42,266円�

平成18年度�

住 民 税  19,900円�

所 得 税  34,800円�

合 計 37,453円�
（税額 27,800円）� （税額 42,200円）�（税額 37,400円）�

定率減税 △3,480円�

定率減税 △1,500円�

平成19年度�

モデルケース�夫婦＋子供2人・給与収入700万円（年額）�

税源移譲による負担変動（年額）�

住 民 税  293,500円�

所 得 税  165,500円�

合 計 459,000円�

平成18年�

住 民 税  196,000円�

所 得 税  263,000円�

合 計 418,000円�

定率減税 △26,300円�

定率減税 △14,700円�

合計所得金額�
125万円以下の方�

非課税�
課 税�

平成17年度� 平成18年度以降�

平成18年� 平成19年以降�

（住民税－定率減税） △12,267円�

◎税源移譲以外の主な変更点�

非課税�
×�3
2

×�3
1

税源移譲後�

62,000円�

160,500円�

126,500円�

所得税� 住民税�

260,500円�

188,500円�
421,000円�

376,500円� 404,500円� 781,000円�

合 計�

0円�
0円�
0円�

負担�
増減額�

夫婦+子供2人の場合�
税源移譲前�

300万円�

500万円�

0円�

119,000円�

9,000円�

所得税�
給与収入�

住民税�

76,000円�

9,000円�
195,000円�

700万円� 263,000円� 196,000円� 459,000円�

合 計�

税源移譲後�

0円�

59,500円�

9,000円�

所得税� 住民税�

135,500円�

9,000円�
195,000円�

165,500円� 293,500円� 459,000円�

合 計�

0円�
0円�
0円�

負担�
増減額�

（都道府県民税4％・市区町村民税6％）�

（所得税と住民税を合わせた税負担が変わらないよう制度設計）�

平成19年�

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。�
※年金収入200万円の方は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は125万円以下なので、経過措置が適用されます。�

※各モデルケースの住民税（年額）は所得割に係るもので、このほか均等割が課税されます。�

5
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▼
入
園
資
格
と
基
準

①
須
恵
町
内
に
居
住
し
、
次
の
期
間

　

に
生
ま
れ
た
幼
児

・
３
歳
児　

平
成
15
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
16
年
４
月
１
日
生

※
認
定
子
ど
も
園
（
西
幼
稚
園
・
第

　

一
保
育
所
）
で
は
３
歳
児
に
つ
い

　

て
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
随
時
入

　

園
受
け
付
け
を
行
う
こ
と
に
な
り

　

ま
し
た
。

・
４
歳
児　

平
成
14
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
15
年
４
月
１
日
生

・
５
歳
児　

平
成
13
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
14
年
４
月
１
日
生

②
お
子
さ
ん
の
園
教
育
に
、
責
任
を

　

も
っ
て
協
力
で
き
る
保
護
者
あ
る

　

い
は
保
護
者
代
理
（
同
居
ま
た
は

　

近
く
に
居
住
の
祖
父
母
な
ど
）
が

　

お
ら
れ
る
家
庭
で
、
保
護
者
の
責

　

任
に
お
い
て
園
ま
で
送
迎
で
き
る

　

人
で
な
い
と
入
園
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
請
書
の
配
布
期
間
・
場
所

　

12
月
11
日
（
月
）
か
ら
15
日
（
金
）

ま
で
の
間
に
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
役

場
子
ど
も
教
育
課
で
配
布
し
ま
す
。

▼
申
請
書
の
提
出
先
と
提
出
期
間

　

申
請
書
に
住
民
票
１
通
を
添
え
、

印
鑑
を
持
っ
て
12
月
18
日
（
月
）
か

ら
12
月
22
日
（
金
）
ま
で
の
間
に
、

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先

・
東
幼
稚
園

　

☎
９
３
２
・
６
３
１
３

・
西
幼
稚
園

　

☎
９
３
５
・
４
７
５
５

・
南
幼
稚
園

　

☎
９
３
３
・
２
４
０
０

・
役
場
子
ど
も
教
育
課

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１

▼
入
園
す
る
に
は
？

①
０
〜
３
歳
児　

従
前
ど
お
り
「
保
育
の
実
施
基
準
を
満
た
す
」

　

要
件
が
必
要
。

②
４
・
５
歳
児　

保
護
者
が
働
い
て
い
る
・
い
な
い
に
か
か
わ
ら

　

ず
受
け
入
れ
す
る
。

③
３
歳
児　

保
護
者
が
働
い
て
い
な
い
場
合
に
つ
い
て
も
随
時
入

　

園
受
け
付
け
を
実
施
。（
定
員
25
人
）

　

入
園
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
が
該
当
す
る

募
集
要
領
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
兄
弟
姉
妹
児
に
つ
い
て
は
、
同
じ
要
件
（
募
集
要
領
）
で
の
受

　

け
入
れ
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

　

上
の
子
は
幼
稚
園
、
下
の
子
は
保
育
所
と
い
う
の
は
あ
り
え
ま

　

せ
ん
。
い
づ
れ
か
の
基
準
で
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
、
西
幼
稚
園
・
第
一
保
育
所
が
認
定
こ

ど
も
園
に
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
、
幼
稚
園
は
４
・
５
歳
の
２
年
保
育
、
保
育
所
は
保
育

の
実
施
基
準
を
満
た
す
０
〜
５
歳
を
保
育
す
る
施
設
で
、
別
々

の
施
設
で
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
認
定
こ
ど
も

園
で
は
混
合
ク
ラ
ス
で
教
育
・
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

（
※
現
在
、
在
園
し
て
い
る
西
幼
稚
園
・
第
一
保
育
所
年
少
児

ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
運
営
し
て
い
き
ま
す
。）

　

認
定
こ
ど
も
園
は
、『
本
町
の
子
ど
も
』
と
し
て
情
緒
面
・

教
育
面
に
お
い
て
、
育
ち
の
保
障
と
し
て
環
境
の
整
備
、
幼
児

教
育
内
容
の
統
一
化
を
図
り
、
現
在
の
幼
稚
園
・
保
育
所
の
良

い
と
こ
ろ
を
活
か
し
な
が
ら
教
育
・
保
育
を
実
施
す
る
施
設
で
す
。

▼
利
用
料
は
？

　

料
金
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
現
在
の
授
業
料
・
保
育
料

の
算
定
で
決
定
し
ま
す
。

▼
給
食
は
？

　

現
在
、
幼
稚
園
は
お
弁
当
、
保
育
所
は
給
食
で
運
営
し
て
い

ま
す
が
、
認
定
こ
ど
も
園
で
は
完
全
給
食
を
実
施
し
ま
す
。

　
（
保
育
に
欠
け
な
い
要
件
で
入
園
の
人
は
、
別
途
給
食
費
月

額
３
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

▼
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

　

認
定
こ
ど
も
園
に
在
籍
す
る
園
児
を
保
護
者
が
必
要
な
と
き

に
、
15
時
か
ら
18
時
ま
で
の
間
預
か
り
保
育
す
る
制
度
で
す
。

２
週
間
に
１
回
利
用
可
能
で
、料
金
は
１
時
間
３
５
０
円
で
す
。

▼
入
所
基
準

　

次
の
、
１
（
保
育
の
実
施
基
準
）

お
よ
び
２
の
条
件
を
満
た
す
場
合

に
、
入
所
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

１　

児
童
の
保
護
者
の
い
ず
れ
も
が
、

　

次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
該
当
す

　

る
た
め
、
そ
の
児
童
の
保
育
が
で

　

き
な
い
場
合
（
同
居
の
親
族
そ
の

　

他
の
人
が
、
そ
の
児
童
を
保
育
す

　

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
除
き
ま

　

す
）。

①
昼
間
に
居
宅
外
で
、
労
働
す
る
こ

　

と
を
常
態
と
し
て
い
る
こ
と
。

②
昼
間
に
居
宅
内
で
、
当
該
児
童
と

　

離
れ
て
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働

　

を
す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

　

こ
と
。

③
妊
娠
中
で
あ
る
か
、
ま
た
は
出
産

　

後
間
も
な
い
こ
と
（
母
親
の
出
産

　

の
理
由
に
よ
る
場
合
は
、
出
産
月

　

と
そ
の
前
後
２
か
月
の
約
５
か
月

　

の
保
育
実
施
期
間
と
な
り
ま
す
）。

④
疾
病
、
負
傷
、
ま
た
は
精
神
も
し

　

く
は
身
体
に
障
害
を
有
し
て
い
る

　

こ
と
。

⑤
長
期
に
わ
た
り
疾
病
、
ま
た
は
精

　

神
も
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有
す

　

る
状
態
に
あ
る
同
居
の
親
族
を
常

　

時
介
護
し
て
い
る
こ
と
。

⑥
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の

　

災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
こ

　

と
。

⑦
そ
の
他
、
町
長
が
認
め
る
前
記
の

　

事
情
に
類
す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
。

２　

児
童
お
よ
び
保
護
者
が
、
須
恵

　

町
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
。

▼
募　

集

町　

立

▽
第
一
保
育
所
（
認
定
こ
ど
も
園
）

・
０
歳
児
（
10
か
月
過
）
〜
３
歳
児

　
（
定
員
60
人
）

・
４
・
５
歳
児
（
定
員
70
人
）

▽
か
や
の
保
育
所

・
０
歳
児
（
10
か
月
過
）
〜
５
歳
児

　
（
定
員
90
人
）

私　

立

▽
須
恵
め
ぐ
み
保
育
園

・
０
歳
児
（
４
か
月
過
）
〜
５
歳
児

　
（
定
員
１
２
０
人
）

▽
現
第
二
保
育
所
（
平
成
19
年
４
月

　

か
ら
民
営
化
）

・
０
歳
児
（
６
か
月
過
）
〜
５
歳
児

　
（
定
員
90
人
）

▼
保
育
時
間

　

保
育
時
間
は
、
７
時
30
分
（
須
恵

め
ぐ
み
保
育
園
・
現
第
二
保
育
所
は

７
時
）か
ら
18
時
ま
で
で
す
。
な
お
、

延
長
保
育
が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
19
時
ま
で
保
育
を
行
い
ま
す

（
こ
の
場
合
、
別
途
延
長
料
金
が
必

要
で
す
）。

　

新
入
園
児
に
つ
い
て
は
、
精
神
的

負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
に
入
園
か

ら
１
週
間
程
度
は
、
短
時
間
保
育
と

し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
書
配
布
期
間
・
場
所

　

平
成
19
年
１
月
５
日
（
金
）
〜
12

日
（
金
）
ま
で
の
間
で
各
保
育
所
ま

た
は
役
場
子
ど
も
教
育
課
で
配
布
し

ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

平
成
19
年
１
月
22
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　

〜
26
日
（
金
）

▼
受
付
場
所

　

各
保
育
所
ま
た
は
役
場
子
ど
も
教

育
課
（
平
成
18
年
度
に
中
途
申
し
込

み
を
し
て
、
ま
だ
入
所
で
き
て
い
な

い
人
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。）

▼
問
合
せ
先

・
第
一
保
育
所

　

☎
９
３
５
・
０
５
０
４

・
か
や
の
保
育
所

　

☎
９
３
２
・
４
８
３
６

・
須
恵
め
ぐ
み
保
育
園

☎
９
３
６
・
２
２
２
２

・
第
二
保
育
所

　

☎
９
３
２
・
０
０
０
５

・
役
場
子
ど
も
教
育
課

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１

　

次
の
日
程
で
、
保
育
所
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
。
園
児
の
生
活
状
況
を

見
学
し
て
い
た
だ
い
て
、
保
育
所
入

所
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

各
保
育
所
で
行
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
電
話
な

ど
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
第
一
保
育
所
（
須
恵
高
校
前
）

・
日
時　

１
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
内
容　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
！

▼
か
や
の
保
育
所
（
一
番
田
バ
ス
停

　

前
）

・
日
時　

１
月
19
日
（
金
）

　
　
　
　

９
時
〜
11
時
30
分

・
内
容　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
！

▼
須
恵
め
ぐ
み
保
育
園
（
須
恵
中
央

　

駅
近
く
）

・
日
時　

１
月
10
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
〜
11
時
30
分

・
内
容　

み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
う
！

▼
第
二
保
育
所
（
新
原
工
業
団
地
入

　

口
）

・
日
時　

１
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

・
内
容　

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う
！

かやの保育所入園式

西幼稚園運動会　

第一保育所運動会
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町
内
各
小
学
校
区
を
単
位
と
し
て
、

平
成
13
年
に
始
ま
っ
た
、
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ま
つ
り
。
今
年
も
、
10
月
か
ら

11
月
に
か
け
て
、
各
小
学
校
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
（
日
）
に
は
、
第
三
小
学

校
で
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
、
11
月
12

日
（
日
）
に
は
、
第
一
小
学
校
で
「
す

こ
や
か
秋
ま
つ
り
」、
第
二
小
学
校
で

「
ぺ
っ
た
ん
フ
ェ
ア
」
が
そ
れ
ぞ
れ
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

各
校
区
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

生
か
し
た
、
歌
や
演
奏
、
ゲ
ー
ム
な

ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ

わ
い
、楽
し
い
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
。

ま
せ
ん
。

　

そ
の
意
味
で
「
子
ど
も
は
親
の
背

中
を
見
て
育
つ
」
時
代
で
は
な
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

い
や
、見
て
育
っ
て
い
る
か
ら「
無

関
心
！　

自
分
さ
え
良
け
れ
ば
！　

自
分
の
居
心
地
さ
え
良
け
れ
ば
！
」

等
々
、
今
の
大
人
の
世
界
そ
の
も
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

先
ず
は
、
大
人
が
地
域
に
出
て
周

り
の
人
と
親
し
く
す
る
。

　
「
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」

と
も
言
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
、
母
親
が
味
噌
や
醤

油
等
を
近
所
と
貸
し
借
り
し
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
「
お
す
そ
分
け
」
と
言
っ
て
、
余

分
に
作
っ
た
煮
物
や
蒸
し
饅
頭
を
も

ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
事
も
思
い
出
し

ま
す
。

　

隣
り
に
住
ん
で
い
る
人
を
知
ら
な

い
世
の
中
だ
と
も
聞
き
ま
す
。

　

私
の
所
は
そ
こ
ま
で
は
無
い
で
す

が
、
会
合
や
地
域
の
行
事
が
無
い
と

数
か
月
顔
を
合
わ
さ
な
い
方
も
い
ま
す
。

　

先
ず
は
、
家
庭
で
の
大
人
が
地
域

の
方
々
と
交
わ
る
事
の
大
切
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
行
動
で
見
せ
、
こ
の
世

の
中
、
独
り
で
は
暮
ら
し
て
い
け
な

い
事
を
教
え
る
事
が
大
切
だ
と
思
い

力
し
て
云
々
・
・
・
と
、
声
高
に
言

わ
な
く
て
も
普
段
の
生
活
の
中
に
そ

の
三
者
の
関
係
が
融
合
し
、
子
ど
も

た
ち
を
見
守
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
が
、
昭
和
40
年
代
後
半
の
高

度
経
済
成
長
に
よ
っ
て
、
物
質
的
に

は
豊
か
に
な
っ
た
反
面
「
心
の
豊
か

さ
」
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

今
思
え
ば
、
貧
し
さ
の
中
に
も
他

人
を
思
い
や
る
「
心
の
豊
か
さ
」
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

時
代
を
過
去
に
戻
す
こ
と
は
出
来

ま
す
。

　

先
日
、
小
学
校
を
会
場
に
行
わ
れ

た
秋
ま
つ
り
も
家
族
で
地
域
で
学
校

で
団
体
で
と
、
い
ろ
ん
な
立
場
か
ら

の
参
加
で
し
た
。

　

日
頃
な
か
々
会
え
な
い
方
々
も
、

ま
つ
り
と
い
う
行
事
が
あ
っ
た
お
蔭

で
親
交
を
深
め
る
事
が
出
来
た
と
思

い
ま
す
。

　

子
育
て
の
基
本
は
家
庭
か
ら
、
し

か
し
、
今
の
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
て

い
る
問
題
や
悩
み
は
、
周
り
の
大
人

の
協
力
が
な
い
と
解
決
し
な
い
の
で

は
と
思
う
事
件
が
、
毎
日
の
よ
う
に

新
聞
・
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
気
軽
に
話
し
掛

け
ら
れ
る
大
人
に
な
る
為
に
は
、
日

頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

て
、
も
っ
と
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守

る
大
人
を
増
や
す
事
が
大
事
と
思
い

ま
し
た
。

　

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
見

守
り
、
健
全
に
育
成
す
る
為
に
は
、

親
・
地
域
・
学
校
が
連
携
協
力
し
、

関
係
役
員
の
み
で
止
ま
ら
な
い
活
動

が
必
須
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

去
る
、
10
月
28
日
（
土
）「
向
こ

う
三
軒
両
隣 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
」
を
テ
ー

マ
に
、
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ち
須
恵
町
住
民
と
し
て
、
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、先
ず
、

子
ど
も
た
ち
が
心
身
共
に
豊
か
に
育

つ
た
め
に
は
、
大
人
が
こ
ん
な
に
関

わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
時
代
が
、
今

こ
こ
に
あ
る
こ
と
に
改
め
て
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代

に
育
ち
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
は
、
今

の
よ
う
に
地
域
・
家
庭
・
学
校
が
協

有識者　

小
こ ば や し

林  徹
て つ ゆ き

行
「向こう三軒両隣」に

寄せて

～新たな「地域づくり」を求めて！～

社会教育委員からの提言

　「家庭教育」を基本とした、新た
な「地域づくり」の視点にたった
生涯学習の在り方について、３人
の社会教育委員さんから提言がな
されましたので紹介します。

（
ぺ
っ
た
ん
フ
ェ
ア
）

（
ふ
れ
あ
い
祭
り
）

（
す
こ
や
か
秋
ま
つ
り
）

（
ぺ
っ
た
ん
フ
ェ
ア
）

（
す
こ
や
か
秋
ま
つ
り
）

（
ふ
れ
あ
い
祭
り
）
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織
（
チ
ー
ム
）
を
作
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
中
学
・
高
校

で
部
活
を
し
た
が
、
そ
の
後
は
、
し

た
く
て
も
受
け
皿
が
な
く
で
き
な
い

者
に
、
行
政
が
手
助
け
し
て
や
る
の

で
す
。

　

現
在
、
各
校
区
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
組
織
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
が
、

委
員
の
み
な
さ
ん
に
温
度
差
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

そ
れ
は
、
組
織
が
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

で
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
既
存

の
組
織
を
役
職
指
定
の
よ
う
な
感
じ

で
組
織
を
作
っ
た
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
既
存
の
団
体
を
そ
の
よ

ン
が
と
れ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
急
に
ご
近
所
が
近

く
に
感
じ
始
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
仲
間
と
一
緒
に
地

域
や
校
区
の
祭
り
に
参
加
す
る
な

ど
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
地
域
活

動
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
ま
た
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
は

地
域
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
の

方
々
も
、
地
域
の
祭
り
な
ど
に
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
何
か
き
っ
か
け
が

あ
れ
ば
地
域
と
関
わ
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
人
は
た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
き
っ
か
け
が
掴
め

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
活
動
し
て
い
る
の
は
、
ジ
ュ
ニ
ア

や
シ
ニ
ア
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の
よ

う
な
方
法
で
、
活
動
の
中
核
を
な
す

中
年
層
や
そ
の
後
を
引
き
継
ぐ
青
年

層
を
取
り
込
ん
で
い
っ
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
以
前
は
青
年
団
（
現
在
も

残
っ
て
い
る
所
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
）
が
あ
り
、
地
域
と
関
わ
っ
て
い

た
の
で
し
ょ
う
が
、
残
念
な
が
ら
今

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
若
者
に
、
前
述
の
よ
う
に

同
じ
趣
味
を
持
っ
た
者
が
集
ま
り
組

う
な
形
で
取
り
込
む
の
で
は
な
く
、

現
実
に
動
く
駒
を
持
っ
た
組
織
を
校

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
委
員
な
ど

に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
、
活
性

化
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
委
員
に
有
識
者
と
し
て

参
加
し
て
い
ま
す
が
、
私
に
は
そ
ん

な
知
識
も
能
力
も
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
自
分
が
実
践
で
き
そ
う
な
こ

と
を
み
な
さ
ん
に
提
言
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
っ
て
ま
す
」

「
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
の
指
導
で
す

か
？
」「
い
い
え
パ
パ
さ
ん
バ
レ
ー

で
す
」
こ
の
会
話
は
、
他
人
か
ら
趣

味
を
聞
か
れ
た
と
き
の
決
ま
り
文
句

で
す
。

　

平
成
４
年
町
民
バ
レ
ー
大
会
に
出

場
し
惨
敗
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

誰
か
ら
と
も
な
く
声
が
上
が
り
ご
近

所
さ
ん
と
一
緒
に
チ
ー
ム
を
作
り
ま

し
た
。

　

私
の
住
む
団
地
は
、
約
20
年
前
に

分
譲
し
た
新
興
住
宅
地
で
あ
る
た

め
、
な
か
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

有識者　

阿
あ べ

部  利
と し ひ こ

彦
「地域の輪は趣味から」

点
と
し
て
考
え
ま
す
。

　
「
家
庭
教
育
」
を
問
わ
れ
て
い
る

今
、
子
ど
も
は
、
親
の
行
動
を
見
て

成
長
を
し
て
い
ま
す
。
親
も
、注
意
・

反
省
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

へ
の
関
心
の
無
さ
が
、
子
ど
も
に
も

大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
生

活
環
境
の
改
善
も
そ
の
一
つ
と
し

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
「
早
寝
・
早
起
き
・

朝
ご
は
ん
」
国
民
運
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
子
ど
も
の
頃
は
、
近
所

の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
・
お
爺
さ

ん
・
お
婆
さ
ん
た
ち
か
ら
、
声
を
か

け
ら
れ
見
守
ら
れ
て
育
っ
て
き
た
も

の
で
す
。
今
、
子
育
て
を
し
て
い
る

親
で
あ
る
反
面
、
地
域
の
一
員
と
し

て
、
地
域
の
方
々
を
巻
き
込
ん
で
健

や
か
に
育
つ
教
育
環
境
を
築
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
地
域
の
方
と
も
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
一
緒
に
考

え
学
び
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
つ

く
る
事
に
よ
り
、
次
世
代
を
担
う
心

豊
か
な
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
の
方
に
、
理
解
・
協
力
を
求

め
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
親
も

「
家
庭
教
育
」
を
見
直
さ
な
け
れ
ば

問
う
意
見
ば
か
り
が
ニ
ュ
ー
ス
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
家
庭
教

育
は
ど
う
な
の
か
な
？　

と
、
疑
問

が
残
り
ま
す
。

　

今
日
の
家
庭
環
境
は
、
核
家
族
の

世
帯
に
よ
り
共
働
き
で
忙
し
い
中
、

家
族
ま
た
親
子
の
ふ
れ
あ
い
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

情
報
化
時
代
が
進
む
中
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
を

使
っ
て
、
友
だ
ち
を
中
傷
・
批
判
し

て
い
る
こ
と
も
現
実
で
す
。

　

子
育
て
を
し
て
い
る
親
は
、
子
ど

も
に
、他
人
へ
の「
思
い
や
り
」や「
や

さ
し
さ
」
な
ど
を
、
家
庭
内
で
教
え

て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
家
庭
の
中
で
、

子
ど
も
に
声
を
か
け
て
い
た
ら
様
子

が
お
か
し
い
の
も
気
づ
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
忙
し
い
か
ら
、
な

か
な
か
子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
て
い
な
い
は
、
親
の

都
合
で
あ
り
子
ど
も
に
は
関
係
が
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ

い
ろ
な
講
演
会
・
研
修
会
に
参
加
し

て
「
家
庭
教
育
の
あ
り
方
」
に
つ
い

て
話
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
地
域
と
の

関
わ
り
は
ど
う
な
の
か
？　

も
疑
問

な
り
ま
せ
ん
。
人
と
し
て
、
大
事
な

こ
と
を
教
え
伝
え
て
い
く
責
任
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
未
来
を
良

く
す
る
た
め
の
道
を
引
く
の
も
、
親

の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
ま
ま
で
い
い
の
か
？　

危
機
感
を

も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
の
激
変
と
共
に
、
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
環
境
も
著
し
く
悪
化

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
不
審

者
か
ら
守
る
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
見
守

り
隊
を
発
足
し
て
保
護
者
に
活
動
を

展
開
。
ま
た
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

も
安
全
対
策
の
委
員
会
が
立
ち
上
が

り
、
各
種
団
体
に
よ
る
子
ど
も
た
ち

の
見
守
り
を
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
こ
こ
１
か
月
の

間
に
「
い
じ
め
」
に
よ
り
、
中
学
生

が
自
ら
の
命
を
絶
つ
事
件
が
連
鎖
反

応
の
よ
う
に
、
全
国
的
に
広
が
り
始

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
教
育
を

須恵中ＰＴＡ会長

楠
く す ば や し

林  政
ま さ ふ み

文
「家庭教育と地域の関わり」

社会教育委員

～新たな「地域づくり」を求めて！～ ～新たな「地域づくり」を求めて！～

子どもとのコミュニケーションを大切に
（第一保育所運動会）
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　第４回若杉の森マラソン大会（須恵町体育協会主催）
が、10 月 29 日（日）に須恵町運動公園若杉の森で行
われました。　
　大会は、４部門に分けて行われ、参加者たちは好天に
恵まれた若杉の森を走っていました。
●大会結果（敬称略・○は順位・上位３位まで）
・小学校低学年
　（男子）①田中飛貴　②御手洗龍磨　③天川直紀　
　（女子）①森　月乃
・小学校高学年
　（男子）①片野路弐　②高橋希未　③今泉　陸
　（女子）①鶴田帆香
・中学校男子　①原田翔一　②岡部和磨　③出濱　篤

スポーツの秋
マラソンの季節です

・中学・高校・一般女子　①山本麻衣花　②青木利奈　
　③三角佑希

　第 22回レディースフェスタ（婦人代表者会・須恵町
教育委員会主催）が、11月５日（日）に須恵中学校体
育館で行われました。
　大会は、シャフルボードとアトラックの２種目で争わ
れ、18分館から 28チームが参加しました。
　静かな競技種目ながら、参加者たちの熱い戦いに体育
館は大歓声につつまれていました。
●大会結果（○は順位・上位３チームまで）
　①須恵Ｂ　②甲植木Ｂ　③南米里Ａ

体育館は大歓声！！

　平成 18年度粕屋地区選挙啓発推進大会が、10月 18

日（水）に篠栗町のクリエイト篠栗で開催されました。

　この大会で、粕屋地区選挙啓発ポスターコンクールの

表彰式が行われ、須恵第一小学校６年生の日髙葉津紀さ

んが小学校６年生の部で金賞に輝きました。その他に、

本町から同部で第三小学校の潰田愛菜さんが銀賞、第一

小学校の神浦晃行くんが銅賞を、中学生の部で須恵中学

校１年生の大髙楓さんが銅賞を、それぞれ受賞しました。

　今回のコンクールには、粕屋地区内の小中学校から

5,196 点の応募があり、表彰された人たちには賞状と記

念品が贈られました。

　平成 18 年度生涯学習まちづくりフォーラムが、10

月 28日（土）にアザレアホール須恵で開催されました。

　今回は、「向こう三軒両隣　PART ２　～新たな「地

域づくり」を求めて！～」をテーマに、講演と意見交換

が行われました。

　前半は、正平辰男氏（東和大学教授・福岡県社会教育

委員連絡協議会会長）を講師に迎え、「新たな地域づくり」

と題した講演が行われました。同氏が、庄内町で取り組

んでいる通学合宿を通じて観える、子どもと大人、地域

の関係などについて話をされました。

　後半は、井上豊久氏（福岡教育大学教授）をコーディ

ネーターに、正平辰男氏、大畑伸幸氏（島根県益田市市

民学習センター地域教育コーディネーター）、大場仁氏

（須恵町教育委員会委員長）の３人をシンポジストに迎

え、シンポジウムが行われました。

　小学校や公民館を拠点としたコミュニティ活動や子ど

もたちの地域での存在、親の責任などについて意見交換

が行われました。また、質疑応答の時間では、子どもの

見守り活動を行なっている人から、活動に際しての指導

方法や保護者との付き合い方などの質問が出されていま

した。

選挙ポスター
日髙葉津紀さんが金賞受賞

向こう三軒両隣 PART ２

　第 27回毎日新聞社旗争奪少年野球大会（毎日新聞社
主催）の決勝戦が、11月４日（土）に須恵町運動公園
若杉の森野球場で行われました。
　この大会に、須恵リトルベアーズ（松尾秀人代表・岩
崎勝監督）が出場して、準優勝の好成績をおさめました。
　今回の、同チームの好成績は約 10年ぶりのものでし
た。大会は、県内各地から 36チームが参加して行われ、
本町からは同チームの他に３チームが出場しました。
　野口亮主将（小６）は「どんな時もくじけず、みんな
といっしょに一生懸命に練習しました。みんなが、最後
の一球まで全力で戦ったからとれた準優勝です。すべて
は、監督を始めコーチ、代表、応援してくれたみんなが

リトルベアーズ
10年ぶりの大活躍！

小学校６年生の部　金賞

　須恵第一小学校　日髙  葉津紀さん
いてくれたからだと思います。ぼくたちができなかった
優勝を、来年の６年生がきっとやってくれると思います」
と話していました。

正平辰男氏による基調講演

井上豊久氏（左）をコーディネーターに
迎えたシンポジウム

緑の中を力走

狙いを定めて　ヤーッ！

みんなで勝ち取った準優勝！
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　民生委員・児童委員として功績が顕著であり、他の模

範と認められ、その委員に 12年以上在職する人に贈ら

れる社会福祉功労者県知事表彰を、篠原ミチヨさん（昭

穂区・57歳）が受賞されました。

　篠原さんは、平成６年１月に厚生労働大臣から、民生

委員・児童委員に委嘱されました。そして、同年に創設

された主任児童委員制度の導入当初から務められていま

す。以降、登校拒否などの児童および児童を取り巻く問

題を学校、保護者と密接に連携をとり、一体となって児

童の健全育成に取り組まれています。

　この伝達式が、11月７日（火）に役場町長室で行われ、

表彰状が授与されました。

　第 23回日本身体障害者水泳選手権大会（日本身体障

害者水泳連盟主催）が、10月 21 日（土）・22日（日）

に大阪市舞洲障害者スポーツセンターで行われました。

　この大会に、浦祐生さん（須恵区・53歳）が男子 50

ｍ背泳ぎシニアクラスＬ３に出場して、１分 02 秒 54

のタイムで見事優勝をされました。なお、今回のタイム

は大会新記録となりました。

　浦さんは「大会はだめもとで出場しましたので、今回

の成績は思いがけないものでした。来年は、この大会が

福岡県で開催されるので、さらに練習を積んで記録を出

したいです」と話されていました。

　平成 18年度学校給食料理コンクール（福岡県教育委

員会主催）が、10 月 19 日（木）に筑紫野市の福岡県

学校給食総合センターで行われました。

　このコンクールに、須恵第一小学校（高橋秀喜校長）

の給食調理員の浦忍さんが、粕屋地区を代表して出場し、

課題部門で佳作（３位）を受賞されました。

　コンクールは、課題部門と自由部門に分けて行われ、

制限時間 40分で料理の腕前を競い合います。県内から

各地区コンクールを勝ち抜いた 37校が参加しました。

第一小学校の給食が
佳作を受賞

浦さんが背泳ぎで日本一

　須恵東中学校（今泉靖親校長）に、ハイブリッド型の

照明灯が設置されました。

　これは、（財）九州地域産業活性化センターが行う、九

州グリーン電力基金助成（風力発電）を受けて整備され

たものです。この照明灯は、九州内の学校関係の施設で

は初の設置となり、風力発電の親機１機と子機２機があ

ります。

　高い場所に位置する同校の地形を利用して、これから

は風力と太陽光のクリーンエネルギーを使った照明灯が、

生徒たちの安全を見守ります。

　浦さんは「自分でもびっくりしています。受賞すると

は思いもしていませんでした。」と話されていました。

　10 月 26 日（木）、モンゴルから 10 人のかわいいお

客さまが須恵町を訪れ、11月１日（水）までの間ホー

ムステイを行いました。

　訪れたのは、モンゴルの音楽学校で学んでいる 10歳

から 18歳の子どもたち 10人です。この子どもたちは、

貧困などの理由で両親をなくし、以前はマンホールの中

で生活をしていました。

　今回の来日は、アジア諸国の戦争被災地や貧困地域の

人権保護などに長年取り組んでいる、ＮＰＯ法人アジア

チャイルドサポート（池間哲郎代表理事）の働きによる

ものです。

　子どもたちは、鮮やかな民族衣装で 26日に中嶋町長

を表敬訪問して「サンバイノー」（モンゴル語で「こん

にちは」の意。）と、元気にあいさつをした後、見事な

歌と楽器演奏を披露しました。

　29日（日）には、アザレアホール須恵でチャリティー・

コンサートが公演され、民俗舞踊や民俗楽器の演奏に、

会場は来場者から感動の拍手につつまれました。

　また、子どもたちは 31日（火）に須恵東中学校生徒

との交流会を行いました。ここでは、和太鼓やコーラ

ス演奏、部活動体験などを楽しみました。夕方からは、

ホストファミリーや関係者などによる、さよならパー

ティーが行われ、子どもたちとの別れを惜しんでいました。

サンバイノー
モンゴルからかわいいお客さま

九州初！
東中学校に風力発電の照明灯

篠原さんが福祉功労者表彰

大会新記録で優勝した浦さん

表彰状を受ける篠原さん

佳作を受賞した浦さん

東中学校で歓迎を受けるモンゴルの子どもたち

見事な舞踊や楽器演奏を披露

玄関前に設置されたハイブリット型照明灯
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久我記念館
美術センター美術センター 12 月企画展

12月 13日（水）～24日（日）
（月曜休館・24 日は正午まで・入館無料）

まなビック色鉛筆画教室展
～　赤・青・黄 の３色で描くオンリーワンの絵　～

17

休館のお知らせ
　久我記念館は、改修工事のため
12 月 25 日（月）から平成 19 年
１月 31 日（水）まで休館いたし
ます。

　12月の久我記念館は、13日から24日まで「ま
なビック色鉛筆画教室展」を開催します。

主催者からのメッセージ

　今年も まなびと達の “ 世界にたった１枚の
絵 ” が仕上がりました。赤・青・黄 の３色の
色鉛筆から限りなく広がる色の世界・・・。
　自分達の身近にある季節の野菜、果物や花達
と向きあい、見つめあい描いていくうちに今ま
で気づかなかった自然の規則のあるリズム、見
過ごしていた自然の美しさに感動の連続でした。
　夢中で描きました。楽しんで頂ければとても
とても幸せに思います。

15

①
あ
ん
か　

足
元
に
は
赤
色
の
電
気
ア
ン
カ

　

が
あ
り
ま
し
た
。
赤
色
は
熱
や
温
か
さ
の

　

イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
写
真
の
も
の
は

　

豆
炭
を
入
れ
る
タ
イ
プ
で
す
。
豆
炭
を
七

　

輪
な
ど
で
赤
く
熱
し
て
か
ら
容
器
に
入
れ

　

ま
し
た
。

②
湯
た
ん
ぽ　

熱
し
た
お
湯
を
中
に
入
れ
、

　

タ
オ
ル
な
ど
で
包
ん
で
布
団
の
中
に
入
れ

　

ま
し
た
。
お
湯
は
ゆ
っ
く
り
と
温
度
が
下

　

が
る
た
め
、
身
体
に
い
い
そ
う
で
す
。
か

　

つ
て
は
陶
器
製
や
ブ
リ
キ
製
で
し
た
が
、

　

今
は
ゴ
ム
や
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
も
の
が

　

あ
り
、
電
子
レ
ン
ジ
で
温
め
る
も
の
も
あ

　

り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
冬
支
度
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
し
ょ
う
か
？　

便
利
に
な
っ
た
世
の
中
で

す
が
、
昔
の
暮
ら
し
を
を
一
度
ふ
り
か
え
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

（
啓
）

　

今
年
も
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
各
家
庭

で
は
冬
支
度
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
さ
て
、
今
回
は
資
料
館
の
収
蔵
資
料

か
ら
昔
の
冬
支
度
を
再
現
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昔
の
暖
房
は
、
現
在
の
よ
う
に
石
油
ス

ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
用
い
て
部
屋

全
体
を
暖
め
る
の
で
は
な
く
、
手
元
や
足
元

を
暖
め
る
道
具
を
主
に
使
用
し
ま
し
た
。炭
、

豆
炭
、
練
炭
、
お
湯
が
燃
料
で
し
た
。

　
　

▼
福
祉
バ
ス

年
末　

12
月
28
日
（
木
）
ま
で

年
始　

１
月
４
日
（
木
）
か
ら

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
運
行
す
る
、
福
祉
バ
ス
と
同
セ
ン
タ
ー
内
の

ほ
た
る
の
湯
の
、
年
末
年
始
の
運
行
と
営
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

▼
ほ
た
る
の
湯

年
末　

12
月
28
日
（
木
）
ま
で

年
始　

１
月
５
日
（
金
）
か
ら

　町内各小中学校における、総合的な学習の時間および教育活動の成果を、
町民のみなさんに発表し、学校教育への理解を深めていただくとともに、
この発表会を通じて、各小中学校の児童・生徒の表現力を高めることを目
的としています。
●日　　時　12月 20 日（水）
　　　　　　開　　場　13：30　　開　　演　14：00
　　　　　　終了予定　15：30
●会　　場　アザレアホール須恵
●主　　催　須恵町立各小中学校・須恵町教育委員会
●発表内容・須恵東中学校　和太鼓部
　　　　　・音楽発表（合唱・合奏）……各小学校
　　　　　・弁論意見発表……各小中学校
　　　　　・総合的な学習の時間の発表……第一小学校、須恵中学校

　町内の小中学校で、今年度から本格実施している２学期制の成
果の発表の場として、子ども文化総合発表会を開催します。
　町民のみなさんの、多数のご来場をお待ちしています。

平成 18年度 第１回
須恵町子ども文化総合発表会のご案内

発表会の目的

左手前：湯たんぽ２点　左奥：こたつ２点　右：あんか
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町の人口
平成 18年 11月１日現在 

（　）＝前月比
●男　性　12,672 人（± 0）
●女　性　13,108 人（＋ 15）
●合　計　25,780 人（＋ 15）
●世帯数　 9,230 戸（＋ 18）

国
民
健
康
保
険
税
・
７
期
分

12
月
の
納
税

　平成19年４月２日から同20年３月31日までの、

味噌づくりのグループを次のとおり募集します（１

グループ最高７人までで、代表者が申し込みをして

ください）。少人数または、個人で参加を希望され

る人は、他のグループとの共同作業になります。

　町民の多くの人に、味噌づくりに参加していただ

くために、新規の参加の団体・個人を優先させてい

ただきます。申し込み多数の場合は、平成 18年度

以前に参加された団体については、抽選とさせてい

ただくことがありますのでご了承ください。

※申し込み時に参加者名簿が提出されない場合は、
　他の団体を優先することがあります。
※１年間で１人１回しか参加できません。
●受付日時　12月１日（金）～平成19年１月13日

　（土）9：00～ 17：00
●申込み・問合せ先

　自然食普及センター（ボランティアセンター１階）

　☎ 933 - 1709

保健環境課　☎ 932-1151（内線 154 番）

味噌づくり　グループ募集

社会教育課　☎ 934-0030（内線 600 番）

成人式のご案内

平成18年12月31日まで

　３歳未満の乳幼児（３歳誕生日の前日の属する月

の末日までの間のお子さん）に限り、「初診料・往

診料の自己負担分相当額」の医療機関窓口での支払

いが不要となります。

　なお、入院時の食事代の本人負担および医療保険

の適用を受けない費用については、現行どおり本人

負担となります。また、３歳以上の改正はありません。

住民課　☎ 932-1151（内線 117 番）

より一層の子育て支援を図るため

乳幼児医療費支給制度が拡充されます

保健環境課　☎ 932-1151（内線 151 番）

エコファミリー募集
～家庭からはじめる地球温暖化対策～

　家庭での省エネルギーや省資源に取り組むグルー

プを募集します。
●募集対象　須恵町在住の世帯でグループで申し込

　みください（組合、ＰＴＡ、学校、職場など）。
●募集期限　12月 28日（木）
●募集方法　所定の申込用紙に必要事項を記入のう

　え提出してください。
●応募窓口　役場保健環境課
●募集案内・応募用紙の配布　福岡県環境政策課、

　福岡県保健福祉環境事務所環境課、役場保健環境

　課など（福岡県のホームページから応募用紙のダ

　ウンロードができます。）
●表彰など　１年間継続して取り組まれた世帯には

　参加賞をお送りします。また、優れた取り組みを

　行なったグループ・世帯は表彰のうえ、副賞をお

　送りします。
●問合せ先　福岡県環境部環境政策課地球環境係

　☎ 643 - 3356

　来年の「成人の日」は、１月８日（月）となって

いますが、本町の成人式は１月７日（日）午前 10

時からアザレアホール須恵で行います。

　対象者は、昭和 61年４月２日から昭和 62年４

月１日までに生まれた人です。総数は 291 人で、

男性159人、女性 132人です（平成18年 10月現

在）。対象者には、12月上旬に案内状を送付します。

　なお、現在町外にお住まいで、成人式をふるさと

の須恵町で迎えたい人も出席できます。案内状を希

望する人は連絡ください。

　自然食普及センターの年末年始の営業日は、次の

とおりです。

年　末　12月 28日（木）まで

年　始　平成 19年１月４日（木）から

自然食普及センター年末年始の
営業のご案内

　運動公園「若杉の森」多目的グラウンドは、２月

から５月中旬（予定）まで、芝生の養生期間のため、

使用できません。みなさまのご理解とご協力をよろ

しくお願いします。

運動公園多目的グラウンド
芝生養生のお知らせ平成19年１月１日から

平成18年12月31日まで

初診料・往診料の２割分を
本人負担

初診料・往診料の２割分は
無　料

総務課　☎ 932-1151（内線 318 番）

臨時職員の登録者募集
（障害者の方の登録も募集しています）

　町では、一時的に事務量が増大したときなどに速やか
に対応するため、臨時職員登録制を実施しています。今
回、平成 19年度の臨時職員の登録者を募集します。職
員の補充が必要になったときは選考の上、この登録者の
中から採用します。
　対象者は、高校程度の学力を有する人で、勤務条件な
どは次のとおりです。
　なお、すでに登録されている人でも、平成 19年度に
引き続き登録を希望する人は、新たに登録が必要です。

須恵町臨時職員登録の主な内容

募集職種
一般事務
図書館事務
給食調理員

保健師
（要資格）

保育士
栄養士

幼稚園教諭
（各職種とも要資格）

賃金 5,600 円／日 8,000 円／日 6,500 円／日

勤務時間 ８：30 ～ 17：15

受付日時 随時受付（土・日・祝日を除く）

登録資格 高校卒業程度の学力を有する人

有効期限 平成 20 年３月 31 日（登録されても登録者全員に雇用
があるとは限りませんので、ご了承ください）

提出書類 登録申請書および履歴書（役場総務課で配布のもの）

提　出・ 
問合せ先 役場総務課　☎ 932 - 1151

改正後

平成 19年１月１日から本人負担が無料となります
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12月12月 １月 １月 

21

65歳以上　男女とも募集しています　初めての方大歓迎！

☎

い
ち
い
ち
き
ゅ
う

　

火
災
予
防
の
普
及
推
進
を
目
的
と

す
る
街
頭
宣
伝
行
事
と
し
て
、
粕
屋

南
部
地
域
防
災
協
会
主
催
の
「
歳
末

助
け
合
い
防
災
餅
つ
き
会
」
を
次
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
点
火
お
よ
び
消
火
の
確
認

・
点
火
後
は
、
炎
の
調
節
を
行
い
、

　

正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を
確

　

認
す
る
こ
と
。

・
就
寝
時
、
外
出
時
に
は
、
必
ず
完

　

全
に
消
火
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

　

す
る
こ
と
。

▼
点
検
お
よ
び
整
備

・
暖
房
シ
ー
ズ
ン
の
前
後
に
は
、
十

　

分
な
点
検
整
備
を
行
う
こ
と
。

▼
灯
油
の
保
管

・
灯
油
の
保
管
に
は
、「
推
奨
」
ラ

　

ベ
ル
や
「
認
定
証
」
が
貼
付
さ
れ

　

た
容
器
を
使
用
す
る
と
と
も
に
、

　

必
ず
栓
を
し
っ
か
り
締
め
て
密
閉

　

す
る
こ
と
。

・
保
管
場
所
は
火
気
を
使
う
場
所
か

　

ら
遠
ざ
け
る
と
と
も
に
、
直
射
日

　

光
を
避
け
た
冷
暗
所
と
す
る
こ
と
。

・
灯
油
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
缶
は
、
５

　

年
を
目
安
に
お
取
り
替
え
い
た
だ

　

く
の
が
安
全
で
す
。

▼
日
時　

12
月
23
日
（
土
）
10
時
〜

▼
場
所　
（
株
）
マ
イ
カ
ル
九
州
福

　

岡
東
サ
テ
ィ
（
１
階
宝
く
じ
売
り

　

場
前
広
場
）（
志
免
町
御
手
洗
）

▼
主
な
行
事
内
容
（
予
定
）

・
店
頭
で
の
餅
つ
き
お
よ
び
配
布

・
歳
末
助
け
合
い
募
金
箱
の
設
置

・
助
け
合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及
促
進　

　
（
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
使
っ
て
の
煙

　

実
演
）

・
振
動
実
験
車
（
地
震
体
験
）

・
は
し
ご
車
試
乗
（
チ
ビ
ッ
コ
対
象
）

・
風
船
の
配
布
（
チ
ビ
ッ
コ
対
象
）

　

本
格
的
な
冬
の
到
来
に
備
え
、
石

油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
の
手

入
れ
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

　

平
成
17
年
中
の
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る

建
物
火
災
は
、
全
国
で
２
０
０
０
件

発
生
し
、
主
な
出
火
原
因
は
、「
石

油
ス
ト
ー
ブ
を
点
火
し
た
ま
ま
給
油

中
、
灯
油
が
漏
れ
て
引
火
し
た
。」、

「
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し
、

そ
れ
が
落
下
し
た
。」
な
ど
、
取
り

扱
い
や
管
理
上
の
不
注
意
に
よ
る
も

の
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

寒
い
時
期
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
ス

ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
災
を

発
生
さ
せ
な
い
よ
う
、
特
に
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
使
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
紙
や
衣
類
な

　

ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

　

こ
と
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
ヘ
ア
ス
プ
レ
ー

　

な
ど
引
火
の
危
険
性
の
あ
る
も
の

　

を
使
用
し
な
い
こ
と
。

・
カ
ー
テ
ン
や
布
団
な
ど
が
ス
ト
ー

　

ブ
に
接
触
し
な
い
よ
う
に
、
離
し

　

て
使
用
す
る
こ
と
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
に
洗
濯
物
な
ど

　

を
干
さ
な
い
こ
と
。

・
不
完
全
燃
焼
に
よ
る
一
酸
化
炭
素

　

中
毒
を
防
ぐ
た
め
、
定
期
的
に
部

　

屋
の
換
気
を
行
う
こ
と
。

▼
使
用
方
法

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給
油
す

　

る
と
き
は
、
火
を
消
し
て
か
ら
行

　

う
こ
と
。

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も
の

　

は
、
給
油
後
、
タ
ン
ク
の
ふ
た
を

　

確
実
に
締
め
、
そ
の
場
で
逆
さ
に

　

し
て
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確
認
す

　

る
こ
と
。

　５日（金）

自己負担金　５００円

１２日（金）

自己負担金　２００円

２０日（水）

自己負担金　５００円

２２日（金）

自己負担金　３００円

２７日（水）

自己負担金　３００円

１０日（水）

自己負担金　３００円

● 申込資格
● 開催日時

● 場　　所
● 定　　員
● 申込み・問合せ先
役場福祉課 ☎ 932-1151（内線 126）

│
石
油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
│

　

危
険
物
取
扱
者
は
、
一
定
量
以
上

の
危
険
物
を
貯
蔵
ま
た
は
取
り
扱
う

工
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
石
油

貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
な

ど
の
施
設
で
危
険
物
を
取
り
扱
う
た

め
に
必
要
な
資
格
で
す
。 

免
状
取

得
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
!!

▼
願
書
等
配
置　

12
月
７
日
頃

▼
願
書
受
付
期
間　

12
月
14
日（
木
）

　

〜
平
成
19
年
１
月
11
日
（
木
）

▼
試
験
の
種
類　

全
種
類

▼
試
験
日　

平
成
19
年
２
月
25
日　

　
（
日
）

※
試
験
に
伴
う
準
備
講
習
会
を
平
成

　

19
年
１
月
27
日
（
土
）
に
予
定
し

　

て
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先

　

粕
屋
南
部
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
９
３
５
・
６
３
８
９
（
直
通
）

12 月 11 日（月）から 27日（水）まで、わくわくデイサロンに参加された高齢者の方々の作品を、
ボランティアセンター談話室で展示します。ぜひご覧ください。お待ちしています。

リ
ー
ス
は
非
売
品
で
す
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（
石つ

わ蕗
の
花
、
神
の
旅
一
切
） 

　

須
恵
句
会

　

○
島
裏
の
柱

ち
ゅ
う
じ
ょ
う状

節せ
つ
り理

石
蕗
咲
い
て 

鶴  

内　
　

恵

　

○
石
蕗
咲
い
て
庭
石
し
か
と
座
の
決
ま
り 

長 

田   

ハ
ツ
エ

　

○
神か

ん
な無

月づ
き

旅
の
計
画
出
雲
路
へ 

印 

藤   

ヨ
シ
子

　

○
神
の
旅
我
も
心
を
出
雲
へ
と 

平
野　

か
よ

　

○
新
四
国
巡
る
礼
所
に
石
蕗
の
花 

今 

泉   

ヱ
ミ
コ

　

○
庭
石
に
寄
り
添
ひ
咲
き
し
石
蕗
灯あ

か

り 

御
手
洗  

ヨ
シ
子 

　

○
歌
碑
の
み
が
陽
を
残
し
を
り
石
蕗
の
花 

小 

田   

正
枝

　

○
屋や
し
き敷
神か
み

今
立
ち
ま
す
や
木
の
葉
舞
ふ 

渡 

辺   

次
郎 

 　

　
　
（
満
足
・
髪
） 

　

夢
現
代

　

○
満
足
を
知
ら
ず
不
平
を
膨
ら
ま
し 

可　
　
　
　
　

笑

　

○
満
足
な
介
護
へ
金
の
要
る
話 

茂　
　
　
　
　

代

　

○
満
足
を
追
い
か
け
て
い
る
梯
子
酒 

遊　
　
　
　
　

歩

　

○
後
ろ
髪
引
か
れ
る
思
い
孫
帰
し 

あ

き

の

り

　

○
美
容
師
の
手
が
髪
の
く
せ
知
り
つ
く
す 

房　
　
　
　
　

子

●応募資格　中卒（見込含）～ 17

　歳未満の人

●応募期限　平成19年１月９日（火）
●一次試験日　平成19年１月13日

　（土）

●問合せ先　福岡募集案内所

　（担当：米田）

　☎ 607 - 4826

　URL　http://www.fukuoka.plo.　

　　　　jda.go.jp/

が国際社会を挙げて取り組むべき課

題とされる中、この問題についての

関心と認識を深めてことが大切です。

北朝鮮当局による人権侵害問題に
対する認識を深めよう

●問合せ先

　福岡法務局人権擁護部

　☎ 721 - 4675　福岡都市高速回数通行券は、偽造

防止のため販売を終了いたします。

　北九州都市高速回数通行券は、現

行どおり販売・使用できます。

販 売 終 了　12 月 31 日（日）

利用停止日　平成19年12月31日（月）
●問合せ先

　福岡北九州高速道路公社

　営業部営業企画課

　☎ 631-3284

　URL　http://www.fk-tosikou.or.jp

　平成 18 年工業統計調査を、12 月

31 日現在で行います。

　調査の実施に当たっては、本年

12 月末から来年１月にかけて調査

員がお伺いします。

　なお、調査票に記入していただい

た内容については、統計法に基づき

秘密が厳守されますので、正確なご

記入をお願いします。

経済産業省
福　岡　県
須　恵　町

　「精神科医というビョーキ」の著

者である、富田伸先生をお招きして

の講演会です。精神障害の再発予防

と社会復帰、地域住民としてどうつ

きあっていけばよいか…これからの

支援はどうあるべきかを考えます。

●日　時　平成 19 年２月８日（木）

　14：00 ～

●場　所　福岡県粕屋保健福祉環境

　事務所（粕屋町戸原 235 －７）

●申込み期限　平成 19 年 1 月 31 日

　（水）（先着順）

●問合せ先

　福岡県粕屋保健福祉環境事務所

　☎ 939 - 1185

　40 代からの職業生活・生活設計

を考えるための情報や知識に関する

セミナーです。

●日　時　12 月 19 日（火）

　13：00 ～ 15：00

●内　容　再就職のための職業能力

　開発

●場　所　福岡高齢期雇用就業支援

　センター（博多区博多駅前 3 －

　25 － 21）

●対　象　概ね 45 歳以上
●定　員　20 人（先着順）
●費　用　無料
●問合せ先

　福岡高齢期雇用就業支援センター

　☎ 433 - 1068

　古賀市が所有する土地を入札によ

り売却します。これらの土地は区画

整理によりお住まいなどに最適な所

です。

●売却土地　舞の里一丁目・二丁目・

　五丁目（全４物件）

●申込期限　平成 19 年１月 19 日

　（金）

●入札日　平成19年１月24日（水）

※古賀市役所のホームページにも詳

　しい情報を掲載しておりますので

　ぜひご覧ください。

　http://www.city.koga.fukuoka.

　jp/cityhall/work/zaisei/005.php

※入札参加には事前に手続きが必要

　になります。資料は古賀市役所財

　政課窓口で配布しています。

●申込み・問合せ先

　古賀市役所財政課管財係

　☎ 942 - 1111（内線 346）

●出品者資格　受付時点において福

　岡都市圏居住者または、福岡市内

　への通勤、通学者であること。

●出品作品　本人が制作したもので、

　公募展において未発表のもの。

●種　　目　日本画、洋画、彫刻、

　工芸、書、写真、デザイン

●出品点数・出品料　各種目とも１

　人２点以内とし、出品１点につき

　出品料 2,500 円。

●作品受付日時　平成 19 年２月３

　日（土）・４日（日）10：00 ～ 17：30

●作品搬入場所　福岡市美術館

　（中央区大濠公園１－６）

●問合せ先　

　福岡市美術展運営委員会事務局

　☎ 714 - 6051

　12 月 10 日（日）から 16 日（土）

までは「北朝鮮人権侵害問題啓発週

間」です。

　我が国の緊急の国民的課題である

拉致問題の解決をはじめとする北朝

鮮当局による人権侵害問題への対処

　下記の期間中は、確定申告期はプ

レハブ会場を設置するため、香椎税務

署の駐車場が利用できなくなります。

　また、税務署臨時駐車場もありま

せん。

記

期 間：

　12 月下旬～平成 19年４月上旬

　上記期間中は、最寄りの公共の交

通機関をご利用ください。

　みなさまのご理解とご協力をお願

いします。

香椎税務署
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日 月 火 水 木 金 土
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 ★ 21 22 ★ 23
24 25 26 27 28 29 30
31

「シニアライフシリーズ⑦
　はじめてでも楽しみながら

絵が描ける」
松本　キミ子　監修
生活ジャーナル

「レインツリーの国」
有川　浩　著　
メディアワークス

「ジュニアＳＦ選  全５巻・別巻」
横田　順彌　編
草土文化

「のせて　のせて」
松谷　みよ子　文
東光寺　啓　絵

童心社

　「キミ子方式」は、赤・青・黄色と
白の四色で、自分の見えた色を作って
描きます。下書きなしで画用紙に直接
絵の具で描き、画用紙がなくなったら
足して、終わった所で完成。絵を描く
ことを「楽しみ」に広げる描き方を紹
介します。「シニアライフ・シリーズ」
は全 20巻。

一般書

　まこちゃんのじどうしゃ。走ります
よ。ブブー。まこちゃんの車には、う
さぎやくまやねずみが乗り込みます。
まっくらなトンネルを抜けるとおひさ
まがいっぱい。さあ、いくぞ、びゅーん。

児童書
　ＳＦ作家の横田順彌氏が、ＳＦが好
きな人に、ＳＦくわずぎらいの人に
「ＳＦとはこれだ！」と自信を持って
おすすめする作品を選んだもの。別巻
は、ＳＦ小説をまだ一冊も読んだこと
のない人や、あまり興味がない人のた
めの入門書。ＳＦとはサイエンスフィ
クション（科学小説）の略称。

赤ちゃん絵本
　きっかけは「わすれられない本」。
そこから始まったメールの交換。直接
会って話がしてみたい伸行。しかし、
かたくなに会うのを拒む彼女には、あ
る理由があった・・・。先月紹介した「図
書館内乱」の中に登場する書籍が実物
となった。

ヤングアダルト

●対 象 者●対 象 者　平成 18 年２月生まれの赤ちゃん
●必要なもの●必要なもの　赤ちゃんの写真（ふりがな付きの氏
　名、生年月日を裏書）、保護者のメッセージ（70 字
　以内、居住区、保護者の氏名、第何子を明記）
　※ここで掲載された写真や氏名などは、須恵町ホー
　　ムページの中の「広報すえ」で公開されますので、
　　その旨了解の上申し込みください。
　　なお、写真は返却しません。
●締切り日●締切り日　12 月 28 日（先着８人まで）
●問合せ先●問合せ先　役場企画課　☎ 932 - 1151

次
回
申
し
込
み
要
領

次
回
申
し
込
み
要
領

日 月 火 水 木 金 土
　 １ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 ★ 13
14 15 16 17 ★ 18 19 ★ 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

１月

印は休館日です。

　10 月 22 日（日）～ 10 月 29 日（日）にかけて、「としょか
んまつり」が行われました。期間中（開館は 6 日間）1,199 人
が来館されました。「ラミネートでしおりづくり」（参加者 299
人）などの催し物や九州にゆかりのある作家の本を一堂に集め、
皆さんにご覧いただきました。

★あかちゃんおはなし会
　12月 21 日・１月 18 日（木）10：20 ～（０・１歳向け）

11：00 ～（２・３歳向け）
★おはなし会
　１月 13日・20 日（土）14：00 ～
　クリスマスおはなし会　12月 23 日（土）14：00 ～
※ 12 月 14 日（木）まで空調工事のため休館いたします。
※ 12 月 28日（木）～ 1月 4 日（木）は年末年始のた
　め休館いたします。

特別整理期間のお知らせ
　平成 19 年１月 25 日 ( 木 ) ～２月２日 ( 金 ) まで、特
別整理期間のため休館いたします。みなさまには、ご不
便、ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をよ
ろしくお願いいたします。

　ブックリサイクルは、開館前から 70 人
の列が !?
　大盛況でした。

科学あそび教室では科学の楽しさを味わ
いました。参加者 36 人（見学者含む）

おはなしリレーでは、みんなの楽しそう
でおはなしにのめり込んでいる姿が印象的
でした。
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12  月

１  月

26

水　　道　　当　　番

佐　

谷　

区　
　

故　

岩
本　

国
彦
様

ご
遺
族　

岩
本　

絹
子
様

大
島
原
区　
　

故　

長
澤
ヒ
デ
子
様

ご
遺
族　

長
澤　

國
彦
様

須　

恵　

区　
　

故　

御
手
洗　

正
様

ご
遺
族　

御
手
洗
政
信
様

新　

原　

区　
　

故　

荻　
　

義
徳
様

ご
遺
族　

荻　
　

雅
晴
様

　

以
上
の
方
々
か
ら
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
■ 

編
集
後
記 

■
■

　

東
中
学
校
に
、
九
州
内
の
学
校
施
設
で
は

初
と
な
る
、
風
力
と
太
陽
光
を
利
用
し
た
照

明
灯
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
破
壊
が
叫

ば
れ
、
年
々
、
地
球
温
暖
化
も
進
ん
で
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
た
地
球
に
優
し
い
こ
の
装
置
の
設

置
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

地
球
に
優
し
い
と
い
え
ば
、
我
が
家
の
屋

根
に
も
太
陽
光
発
電
が
乗
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
太
陽
光
、
環
境
に
は
優
し
い
の
で
す
が
、

我
が
家
の
家
計
に
は
非
常
に
厳
し
い
で
す
。

（
喜
）  

●音訳テープ
○社協だより
　　「わかみず」
○広　報
　　「すえ」
○議会広報
　　「議会だより」
●点訳本
○社協だより
　　「わかみず」
●問合せ先
　社会福祉協議会
　☎ 933 - 2160

BOOK

日 曜 行　　事 場　所 時　間 備　考

月

：

消防団出初式 健康広場 11：00～開式

３歳児健診 保健センター 13：30～ 14：30

12
月
16
日
か
ら
１
月
15
日

ま
で
の
予
定
表
で
す
。

日 曜 行　　事 場　所 時　間 備　考

火

　12  月 　１  月

休  日  当  番  医 月　日
外　科 内科・小児科・歯科

病・医院名 電　話 病・医院名 電　話

※診療時間は９時から 17時ま
　でです。
※一部変更になることがありま
　すので必ず下記で確認してく
　ださい。

●休日当番医の問い合わせ先

　福岡県医療機関情報センター
☎ 471 - 0099

　粕屋南部消防本部
☎ 935 - 5111

12月17 日 森高脳神経外科（志免） 937 - 2214

粕屋中・南部
休日診療所

場所：粕屋郡久山町大字
　 久原 3168 - 1

652 - 3119

23 日 上野外科病院（志免） 935 - 0316

24 日 仲原病院（志免） 621 - 2802

30 日 栄光病院（志免） 935 - 0147

31 日 久恒病院（宇美） 932 - 0133

１月01日 片井整形外科（粕屋） 938 - 4860

2 日 篠栗病院（篠栗） 947 - 0711

3 日 青洲会病院（粕屋） 939 - 0010

7 日 合屋クリニック（志免） 936 - 5839

　8日 上野外科病院（志免） 935 - 0316

14 日 合屋クリニック（志免） 936 - 5839

香
典
返
し
お
礼社会

福
祉
協
議
会

生活福祉総合相談日 場　　所 福祉センター相談室 時　間 13：00 ～ 16：00（弁護士相談のみ 13：00～ 15：00）
問合せ先 社会福祉協議会 933 - 2160

区分 健康・子育て・児童相談 障害者相談 高齢者相談 行政・人権・心配ごと相談 弁護士相談（要予約）

12 月

１月
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